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	１　はじめに
	小坂居付遺跡は新潟市南区大字小坂字居付177ほかに所在します。一般国道8号白根バイパス建設事業に伴い、平成21年度に引き続いて4月から発掘調査を行っています。今年度の調査面積は2,500㎡です。
	周辺には、同じく白根バイパス関係で発掘調査した同時期の浦廻遺跡②（出土品県指定）やほ場整備事業で白根市教育委員会が調査した馬場屋敷遺跡③（市指定遺跡）が所在します。
	２　遺跡の概要
	３　基本土層
	４　検出した水田
	６　まとめ

